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別紙様式１－１ 

広島大学附属高等学校 19～23 

 

平成19年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約） 

 

① 研究開発課題  

 「持続可能な開発」に創造的に取り組む科学者・技術者を育成する教育課程の研究 

② 研究開発の概要  

 地球規模で思考でき行動できる人材育成の基盤を「持続可能な開発のため教育（Education for 

Sustainable Development）」（以下ＥＳＤ）に求め，科学者・技術者に必要な基礎的な能力，とり

わけ創造力を育成するために必要な教育課程・教育内容を開発することを主要な目的とする。その

ために以下の（1）～（5）の教育内容の開発研究を行う。 

(1) 先端科学の内容と先端科学を支える創造性を学ぶ教育プログラムの開発 

(2) 教科学習における創造性を育むための教育内容・教育方法の開発 

(3) ＥＳＤの内容開発 

(4) 学校設定科目の開発 

  「サイエンスコミュニケーション」，「数理解析」，「宇宙・地球科学」，「生命科学」 

(5) 海外研修プログラムの開発 

③ 平成19年度実施規模  

 全校生徒を対象とする。高等学校第２，３学年にはスーパーサイエンスコース（以下ＳＳコース）

を設置し，当該コースにおいては理数系に重点を置いた教育課程を編成する。また，中学校教育と

の連携を強化し，一部のプログラムでは中学生と高校生の異学年で協同学習を行う。 

（平成17年度入学生200名そのうちＳＳコース38名，平成18年度入学生200名そのうちＳＳコース36

名，平成19年度入学生199名） 

④ 研究開発内容  

○研究計画 
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実施計画 

 

①先端科学の内容と先端科学を支える創造性を学ぶ教育プログラムの開発 

②各教科における創造性を育むための教育内容・教育方法の開発 

③ＥＳＤの内容開発



 

 ii 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 iii 

 の教育内容・教育方法の研究 

地理歴史 

・公民 

「持続可能な社会」を担う生徒を育成するための教育内容・教育方法の研究 

数学 創造的な思考を継続させるための数学的な見方や考え方の研究 

理科 科学的思考力の育成における創造性の認識過程に関する研究 

保健体育 動作の視点から，身体（骨格・骨格筋）の構造について理解し，合理的な「運

動」について考える 

芸術 芸術作品における美的要素の科学的分析および創造的活動への応用 

英語 創造性育成のための自己質問カードを活用した読解授業の構築 

技術・家

庭 

「ものづくり」を通した，認識過程の変化の研究 

情報 制作活動を通して創造性を培う 

 

(3) 「持続可能な開発のための教育（以下ＥＳＤ）」の内容開発 

 ＳＳＨ指定校・ユネスコ協同学校（ASPnet）加盟校として，「持続可能な開発のための教育

（ＥＳＤ）」を学校全体の教育活動を通して行った。 

(4) 学校設定科目の内容開発 

 今年度は「数理解析」１単位の内容開発を行った。 

(5) 海外研修プログラムの開発 

 オーストラリアにおける環境保全について学ぶ取り組みを行った。 

⑤ 研究開発の成果と課題  

○実施による効果とその評価 

１ 生徒に対する効果 

 アンケート調査の結果，ＳＳＨプログラムを実施する前と後とでは，ＳＳコースの生徒に対

して次のような効果が認められた。 

①生徒の自己効力感が高いまま維持された。 

②科学の学習方法の重要性を感じている。 

③科学を学習する価値を認識している。 

④科学に関わる職業への関心が高い。 

⑤ＳＳコースの生徒も一般コースの生徒も科学者のイメージに変容は見られない。 

２ 保護者への効果 

「理科・数学に対する能力やセンス向上に役立つ」など，ＳＳＨを好意的に受け止めている。 

３ 教員への効果 

   ＳＳＨは好意的に受け止められている。教員間の協力関係づくりには改善の余地がある。 

４ 学校体制への効果 

   中学校，高等学校を通した新たな研究の枠組みづくりがなされ，研究の推進体制が整った。 

 

○実施上の課題と今後の取組 

１ 先端科学の内容と先端科学を支える創造性を学ぶ教育プログラム 

 研究者と創造性をテーマにして交流する時間を十分に確保する必要がある。宇宙・地球科学

研修では，余裕のある日程で実施したい。 

 課題研究と，学校設定科目「サイエンスコミュニケーション」との連携をはかり，ＳＳＨの

成果について効果的な普及に努める。 

 

２ 教科学習における創造性を育む研究 

 創造性を引き出すような教材の選択や授業展開を行うとともに，生徒が自己質問をつくるこ

とに喜びを感じるような工夫も同時に行う必要がある。「教えて考えさせる」という自己質問

カードの原点に立ち返ることが必要である。 
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３ ＥＳＤの内容開発 

 生徒に「持続可能」という視点で諸問題を考えさせたところ，自主的に地球規模の諸問題に

関心をもち，積極的にこれを解決しようとする意欲・態度が芽生え始めた。継続的・体系的に

実践を積み重ねることが今後の課題である。 

 

４ 学校設定科目の内容開発 

 学校設定科目は今年度は「数理解析」１単位のみの開発研究を行った。数学科の中で，教材

の配列を検討することが課題であるように思われる。 

 次年度は「数理解析」，「サイエンスコミュニケーション」，「宇宙・地球科学」，「生命

科学」の開発を行う。 

 

５ 海外研修プログラムの開発 

オーストラリア研修に，ホームステイ先の家庭・地域から環境保全の取り組みについて学ぶ

プログラムを盛り込んだ。 

 


